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村 瀬 智

要 旨

本研究は、インド・ベ ンガル地方の 「バウル」とよばれる宗教的芸能集団の民族誌で

ある。

詩人タゴール(RabindranathTagore1861-1941)が 、20世 紀初頭にバ ウルの歌の豊

潤さを紹介 して以来、それまで 「奇妙 な集団の風変わりな歌」 とみなされていたバウル

の歌が再評価 されるようになった。 タゴールの影響 によ り、その後ベ ンガル人学者に

よって膨大な数のバウルの歌が採集 され、なかには注釈つきの りっぱな歌集 として出版

された。また、バウルの歌 を分析 し、バウルの宗教を考察した専門書 もい くつか出版さ

れた。もちろんこれ らの研究は、バ ウルについてのわれわれの理解におおいに貢献 した

のであるが、そこには 「人間としてのバウル」 を専門的に紹介 しようとした民族誌的文

献は、事実上、皆無である。本研究は、ベ ンガルのバウルの民族誌的記述と分析 を通 じ

て、カース ト制度と表裏一体の関係にある世捨ての制度を考察 し、インド文明の構造的

理解 を試みようとするものである。

キーワー ド:カ ース ト制 度、世捨 ての制度、 四住 期の制度 、バ ウル、 ライフヒス トリー
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本稿の前書き

本稿 は、 『大手前大学社 会文化 学部論集』 第6号 、 『大手前 大学論集 』第8号 、 第9号 、

第10号 、 お よび第11号 に掲載 された拙稿[村 瀬2006:331-349][村 瀬2008:171-188]

[村 瀬2009:253-275][村 瀬2010:213-235][村 瀬2011:213-228]の つ づ きであ り、

本研究 「ベ ンガルのバ ウルの文化人類学 的研究」 の最終 回であ る。本研 究 は、一 連の研

究で あるので、前稿 もあ わせ て読 んでいただ きたい。

注 お よび参考文 献 は、本稿 に該 当す る分のみ を提示 す る。

読者 の便 宜 のため に、地 図は本稿 に も提 示す る。
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地図2:西 ベンガル州ビルブム県

皿.考 察:現 代 イ ン ド文 明 にお け るカ ース ト制度 と世 捨 て の制 度

1.は じめに

本研究の 「1.序 論」において、わた しは 「研究の 目的」 について、つ ぎのように論

じた。

詩人 タゴール(RabindranathTagore)が 、20世 紀初頭 にバ ウルの歌の豊潤 さを紹介

して以来、それまで 「奇妙な集団の風変わりな歌」とみなされていたバウルの歌が再評
の

価されるようになった。 タゴールの影響により、その後ベンガル人学者によって膨大な

1)バ ウ ル を紹 介 した タ ゴー ル の著 作 につ い て は、[Thakur1905][Tagore1922,1931]を 参 照 。 ま た、

19世 紀 後 半 の ベ ン ガ ル 社 会 お け るバ ウ ル に 関 す る 記 述 に つ い て は 、[Datto1870-71:168]

[Bhattacarya,J.N.1995(1896):381-382]を 参照 。
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2)

数のバ ウルの歌が採集され、なかには注釈つ きの りっぱな歌集として出版された。また、
ヨ　

バウルの歌を分析 し、バウルの宗教を考察 した専門書もいくつか出版 された。 もちろん

これ らの研究は、バウルについてのわれわれの理解 におおいに貢献 したのであるが、そ

こには 「人間としてのバウル」 を専門的に紹介 しようとした民族誌的文献は、事実上、

皆無である。本研究の第1の 目的は、 この学問的空白をみたすことにある。そして本研

究の第2の 目的は、ベ ンガルのバウルの民族誌的記述と分析 を通 じて、 カース ト制度と

表裏一体の関係にある世捨ての制度を考察 し、インド文明の構造的理解 に寄与すること

である。

本研究の第1の 目的については、本研究 「H.ベ ンガルのバウル:民 族誌的記述」で

論 じた。したがって本稿、すなわち本研究 「皿.考 察:現 代イン ド文明におけるカース

ト制度 と世捨ての制度」では、本研究の第2の 目的について論じることになる。

さて、本研究の 「1.序 論」 において、わたしは 「研究方法」について、つ ぎのよう

に論 じた。

本研究の研究方法は、予備調査の結果に導かれた。予備調査の結果は、つ ぎの2点 に

要約できる。(1)す べてのバ ウルがバウルの家庭に生 まれたわけではない。(2)バ ウルの

家庭に生 まれたすべての人がバ ウルになるわけではない。つまり、ベ ンガル社会の 「一

群の人びと」が、 カース トの義務 を放棄 し、マ ドゥコリ(物 乞い)の 生活を採用 して、

「バウルになった」のである。バウルは、世捨て人の ようなゲルア色(黄 土色)の 衣装

を着 て、人家の門口でバウルの歌 をうたった り、あるいは神の御名を唱えた りして、

「門づけ」や 「た く鉢」をして生活 しているのである。 これは彼 らが選択 したライフス

タイルである。

予備調査の結果は、インドのカース ト社会を勉強してきたわた しにとって新鮮なおど

ろきであった。そして、バウルの文化人類学的研究を、彼 らのライフヒス トリー(生 活

史)か ら接近するという方向に導いたのである。

バ ウルの文化人類学的研究を、ライフヒス トリーからアプローチするとい う方法は、

もっとも有効な研究方法だと思われる。なぜなら、バウルのライフヒス トリーは、人び

との行動 を規制するカース ト制度がいまだに根強いベンガル社会の、「だれが」、「なぜ」、

「いつ」、「どのように」マ ドゥコリの生活を採用 し、「バウルになったか」を、語ってい

るはずだからである。また、ライフヒス トリーの個 々のケースは、バウルになった動機

2)バ ウ ル の 歌 の 代 表 的 な 歌 集 に つ い て は 、[Mansur-Uddin1942][Bhattacarya,U.1958,1981][Das

andMahapatra1958]を 参 照 。 ま た 、 英 訳 歌 集 に つ い て は 、[Bhattacharya,D.1969]を 参 照 。

3)た と え ば 、[Sen1931,1949,][DasGupta1956,1969][Dimock1959,1966][Mahapatra1972]

[Capwell1974,1986][Salomon1979][Karim1980]を 参 照 。 ま た 、 日本 人 研 究 者 に よ る研 究 に つ

い て は 、[小 西1974][大 西1984a,1984b,1984c,1984d,1984e][北 田2008a,2008b,]を 参 照 。
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や要因の幅ひろさだけでな く、彼 らがバウルになってからの適応戦略の多様性 も反映 し

ているはずである。さらに、バウルのライフヒス トリーは、彼 らが 自分の人生をどのよ

うに意味づけているかをも、語っているはずである。

本稿の議論は、具体的には、ベ ンガルのバウルとよばれる宗教的芸能集団のライフヒ

ス トリーの分析 を通 じて、カース ト制度と表裏一体の関係にある世捨ての制度が、現代

インド文明においてどのように機能 しているかを考察することである。

2.イ ンド文明の装置群

梅悼忠夫は、文明とは 「人間 と装置とで形成するひとつの系、システムである」と定

義 している[梅 悼1989:402]。 また彼は、「文化のちがいは価値観にもとつ くが、文明

の相違は装置や制度の差異に由来する」と述べている[梅 悼2009:2]。 以下、「梅樟文

明学」 をふまえて、インド文明の装置群として機能 しているカース ト制度と世捨ての制

度、そして四住期の制度を検討 しよう。

2-1.カ ー ス トとカース ト制度

イ ン ドの社 会 をもっ とも顕著 に特徴 づ けているの はカース トで ある。 カース トとい う

と、 日本 で はイ ン ド古 来の 四種 姓、 す なわちバ ラモ ン(司 祭 階級)、 クシ ャ トリヤ(王

侯 ・戦士階級)、 ヴ ァイ シャ(農 牧商 な ど庶 民階級)、 シュー ドラ(隷 属 民階級)の 意味

に理 解 され るこ とがお おい。 イ ン ドでは この種 姓 を 「ヴ ァル ナ」(本 来 「色 」 の意)と

よんでい る。 しか し、 イ ン ドにお いて 日常生活 に直接 かかわ りを もつ組 織 は、 ヴ ァル ナ

では な く、 「ジ ャーテ ィ」(「生 まれ(を 同 じ くす る者 の集 団)」)で あ る。 この ジ ャー

テ ィを、16世 紀 中頃 にイ ン ドに来 たポル トガル人が、 自国語 で 「家柄 」、 「血統」 を意味

す る 「カス タ」 とい う語 で よんだ。その こ とが起源 にな り、英語 に派生 して 「カース ト」

とい う語が生 まれた。
4)

ヴァルナ とジャーティには共通 した性格がみとめられる。それ らは、内婚、世襲的な

職業 との結合、浄 ・不浄観にもとつ く上下関係である。 しかしヴァルナが社会の大枠を

しめした ものであるのに対 し、ジャーティは地域社会の日常生活において独 自の機能を

はたしている集団である。たとえば、床屋のジャーティ、洗濯屋のジャーティ、鍛冶屋

のジャーティな どであ り、その数 はイ ン ド全土で二千以上 にもおよぶ。不可触民 の

ジャーティをのぞ くと、すべてのジャーティが四つのヴァルナのいずれかに属する。こ

のようなヴァルナの枠組みと、その内外に存在するジャーティ集団を含む制度全体 を

4)内 婚(endogamy):親 族集団や特定の身分 ・職業 ・宗派などを特徴とする社会集団の内部に通婚

関係を限定する制度。
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カ ー ス ト制度 とい う。

2-2.イ ンドの近代化とカース ト制度

イギリスの植民地時代のインドでは、あた らしい土地制度、教育制度、司法制度、官

僚制度などが導入 された。 また、交通 ・通信網の整備、貨幣経済の発達、都市の工業製

品の農村への流入、都市への人口集中などがみ られた。さらに、西欧流の自由平等思想

が都市の知識層に影響をあたえ、カース ト差別を批判する者 もあ らわれた。20世 紀 には

いると、選挙制度が導入されて下位カース トが政治に参加する道がひらかれた。 また独

立運動 を通 じてカース トの枠 をこえた連帯も生 じた。

このようなインド社会の変化 にともない、身分秩序の最上層ではバ ラモンの権威が揺
らラ ゆ

らぎ、カース ト制度をささえてきた浄 ・不浄の思想や、業 ・輪廻の思想 も影響力をよわ

めた。いっぽう、身分秩序の最下層では、社会改革家や都市に住む不可触民のあいだに、

不可触民の地位向上をめざす運動が活発 におこなわれるようになった。 また、貨幣経済

の浸透 とともに、村落における相互依存的なカース ト問の分業関係はしだいにくずれた。

さらに、都市に住むエリー ト層のあいだには、カース ト規制にとらわれず、カース ト全

体の向上 よりも個人の地位上昇を求める者も増加 した。

独立後のインド憲法は、不可触民制の廃止をうたい、今 日では 「不可触民」を意味す
の

る差別用語は使用 されず、公式には 「指定カース ト」(scheduledcastes)と 称される。

またイン ド政府は、指定 カース トの社会的 ・経済的 ・政治的向上 をはかるため、教育、

官職、議席の割当てを含む優遇政策をとるなど、立法と行政の力による社会改革がここ

ろみ られている。

このように、カース ト制度は確実に解体の方向に進んでいるようにみえる。 しか し、

この制度を成 りたたせている社会的 ・経済的 ・宗教的な諸要素が、すべての面で消滅 し

5)浄 ・不 浄 の 思 想:各 カー ス トの職 業 や慣 行 が 、 浄 ・不 浄 の 観 念 か ら評価 さ れ、 最 清 浄 で あ るバ ラ

モ ン を最 高 位 と し、 不 可 触 民 を最 下位 とす る ラ ン キ ン グが 定 め られ て い る 。各 カ ー ス トが そ れ 自

体 と して もつ 一 定 の 不 浄 性 は 集 団 的 な もの で あ り、 カー ス ト成 員 が 一様 に 、 ま た生 涯 に わた って

もた ざ る を得 ない もの で あ る 。 い っ ぽ う、 いず れ の カー ス トも、 そ れ ぞ れ に ふ さ わ しい浄 性 をた

もつ 必 要 が あ る。 浄 ・不 浄 思想 は 、 イ ン ド社 会 を カー ス トに 分 割 す る原 理 とな っ て いた と同 時 に、

カ ース トの集 合 体 か らな る社 会 を秩 序 づ け る原 理 と もな って い る。

6)業 ・輪 廻 の 思想:ヒ ン ドゥー教 徒 は、 「霊 魂 は前 世 にな した行 為(業)に よっ て縛 られ 、 さ ま ざ ま

な姿 を と って 生 まれ 変 わ る(輪 廻)」 と信 じて き た。 そ して 、 「人 が そ れ ぞ れ の カ ー ス トに生 まれ

る こ とに な った の は、 前 世 の 行為 の結 果 で あ るか ら、 彼 はそ の カー ス トの 職業 に専 念 しな けれ ば

な ら ない 。 そ うす る こ と に よっ て のみ 来世 の幸 福 が得 られ る」 と教 え られ て きた 。

7)不 可 触 民 は、4ヴ ァル ナ に属 す る 一般 住 民(カ ー ス ト ・ヒ ン ドゥー)に 稼 れ を与 え る存 在 とみ ら

れ、 「触 れ て は な らない 」 人 間 と して 社 会 生活 のす べ て の 面 で差 別 され て きた。 不 可 触民 は、 ヒ ン

デ ィー 語 で ア チ ュー ト(achut)、 ベ ンガ ル語 で オス プ リ ッシ ョ(osprissho)、 英 語 で ア ン タ ッチ ャ

ブ ル(untouchable)、 ア ウ トカー ス ト(outcaste)と よば れ た。 また 、 イ ン ド独 立 の父 と され るM.

Kガ ンデ ィー は 、彼 ら に 「神 の子 」 を意味 す るハ リジ ャ ン(harijan)と い う呼称 をあ た え た。
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たわけではない。たとえば内婚制は今 日で もかな り厳守 されているし、カース ト差別の

基盤 ともなっている村落内のカース ト別居住は今後も存続すると思われる。またサンス
　ラ

クリット化や選挙制度導入の結果、 カース ト的結合がかえって強化 されたという例も報

告されている。 カース ト制度は、以前のような機能をはたさなくなってはいるが、今 日

なお、村落社会 を中心に根強い影響力 をもちつづけているのである。

2-3.カ ース ト制度と世捨ての制度

このように、イン ド社会の近代化にともなって、カース ト制度は弱体化 したとはいえ、

いまだにヒンドゥー教徒の職業や結婚、食事などの行動を規制 している。 ところが、世

俗のヒン ドゥー教徒 の生活 と密接にかかわりながら、「世捨て人」(現 世放棄者)が 、イ

ンドの社会的景観の不可欠の部分 として、ヒンドゥー教成立以前のバ ラモ ン教の時代か

ら、何千年 も存在 しつづけているという事実は意外とみす ごされてきた。

インドという複雑に入 り組んだ社会の構造全体の維持にはたす 「世捨て人」の役割の

重要性に注 目したのは、おそらくデュモ ンが最初であろう。彼は、「ヒンドゥー教の秘

密を解 くか ぎは、世捨て人と世俗内人間との対話のなかに発見されるだろう」 と洞察 し

[Dumont1960:37-38,1998:270]、 カース ト制度 と世捨ての制度 とのあいだには、社会

全体の均衡 をたもとうとする弁証法的関係が成立 していると仮定し、「カース ト制度 と

いうものが、それに矛盾する世捨てとは別個に存在 し、 また持続できたか どうかを疑っ

てみるがよい」 と主張 している[Dumont1970:186]。

古代イ ンドでは、「ダルマ」(社 会的規範)を 遵守すること、「アルタ」(実 利)を 追求

すること、「カーマ」(愛 、とりわけ男女間の性愛)を 交歓することが人生の三大目的 と

され、この三つ を充足 しつつ家庭をいとなみ、子孫をのこすのがひとつの理想 とされた。

このかんがえ方はその後 も生きつづけ、現代において も、世俗の ヒンドゥー教徒 にとっ

て理想的な生 き方とされている。

またいっぽうでは、 とくに業 ・輪廻の思想が明示されたウパニシャッド思想以降、世

俗の世界を放棄 し、乞食遊行 しつつ苦行や瞑想によって輪廻か ら脱却すること、すなわ

ち 「モークシャ」(解 脱)を 達成することが宗教的理想 として立てられた。

8)サ ンス ク リ ッ ト化(Sanskritization):イ ン ド人社 会 学 者M.N.シ ュ リニ ヴ ァー ス が 、 イ ン ド社 会 の

動 態 を理 論化 した概 念[Srinivas1973:1-45]。 カー ス トの全 構 成 員 が一 丸 と なっ て、 浄 性 が た か い

とみ な さ れ る慣 行 、 た と えば 菜 食 、 禁 酒 、 寡婦 再 婚 禁 止 を採 用 し、 自 カー ス トの ラ ンク の 向上 を

は か ろ う とす る動 きの こ と。 伝 統 社 会 が 崩 れ は じめ た 近 代 の イ ン ドで は 、 こ の よ うな 動 きが 中

位 ・下位 カ ー ス トの あ い だ で 活 発 化 し、 結 婚 や食 事 、職 業 な ど に関 す る カー ス ト規 制 が 強化 さ れ

る と い う逆 行現 象 も生 じた。
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2-4.四 住期の制度

相反する実践を要請するこのふたつの理想を、実践の時期 を区分することによって合

理的に調和 させるために設定 されたのが、「四住期(ア ーシュラマ)」 の制度である。四

住期 とは、バラモン教徒が生涯に経過すべきものとして、古代 インドの法典が規定する

四つの段階のことである。 これによると、バラモン教徒、すなわちシュー ドラをのぞ く

上位の三ヴァルナは、(1)師 のもとで ヴェーダ聖典 を読訥 し、祭式の実施法 をまなぶな

どの宗教的教育をうける 「学生期」、(2)結 婚 して男子 をもうけるとともに、家庭内の祭

式を主宰する 「家住期」、(3)息 子に家を託 して森林に隠退する 「林住期」、そして(4)

諸国を遍歴 し、た く鉢のみによって生活する 「遊行期」の四段階(四 住期)を 順次に経

るものとされ、 ヒンドゥー社会における理想的なあ り方 とされた。ただ、この制度が実

際にどこまで忠実に履行されたかは疑わしく、現在では、特殊なバラモンを除き、家住

期だけが実践されている。 しかし、古代か ら現代にいたるインド人の大多数の生 き方を

方向づけているゾルレン(当 為)と しての生 き方、人間の理想として 「まさになすべき

こと」、「まさにあるべ きこと」、それが四住期 というかんがえ方のなかに反映 している

のである。

中世以降、神への絶対的な帰依 を内容とする 「バクテ ィ」(信 愛)の 思想が展開 し、

ヒンドゥー教はおおきく変化 した。 しかし現代においても、カース ト社会に生 きる世俗

の人びとにとって、世捨て人は相反する生活様式を採用 した人であるが、「究極の理想

を追求する人」 として存在 しているのである。そして世俗の人び とは、世捨て人に食べ

物や金などを施与 し、彼 らの生存を保証 しているのである。それは世俗の人びとにとっ

ての 「スヴァ ・ダルマ」(本 分)と されているのである。

3.バ ウ ルの ライフ ヒス トリー

本研 究の 「II.ベ ン ガルのバ ウル:民 族誌的記述 」で、 わた しはバ ウルの ライ フヒス

トリー を検 討 し、 以下の よ うに論 じた。

3-1.マ ドゥコ リの生活

バ ウル は、一般 のベ ンガル人 に経済 的 に依存 し、マ ドゥコリを して生 活 している。ベ

ンガル語 の辞 書 は 「マ ドゥコ リ」 とい う語 を、 「蜂 が花 か ら花へ と蜜 をあつ め るよ うに、

一一軒 一軒物乞 い を して歩 くこ と」 と説 明 してい る
。 す なわち、ベ ンガルのバ ウル とは、

「みず か らバ ウル と名の り、 バ ウルの衣装 を身 に まとい、 門口でバ ウルの歌 をうたった

り、 あるい は神 の御 名 を唱 えた りして、米やお金 をも らって歩 く人 たち」の こ とであ る。

バ ウルは、世捨 て人の よ うなゲ ルア色(黄 土色)の 衣装 を着 て、 「門づ け」 や 「た く鉢」

を して生 活費 を稼 いでい るのであ る。 これ は、彼 らが選 んだ ライフス タイルで ある。
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3-2.バ ウルの道

バ ウルは、自分たちのライフスタイルを 「バウルの道」(バ ウル ・ポ ト)と よぶ。バ

ウルの道 とは、「マ ドゥコリの生活にはじまり、神 との合一 という究極の目標 にいたる

道」である。彼 らが主張するバウルの道を要約すると、つ ぎのようになる。

人は、 もしバ ウルの道にしたが うならば、だれでもバウルになれる。ただし、バウル

の道の第一歩では、カース トの義務 を放棄 し、マ ドゥコリの生活を採用 しなければなら

ない。バウルの道の究極の目標は、人間の肉体に存在する神 と合一 し、神を実感するこ

とである。バウルと名の り、バ ウルの歌をうたい、マ ドゥコリの生活 をするだけでは、

バウルの道の半分 しかすすんでいない。バウルの道の究極 目標に到達するには、宗教的

トレーニ ングが必要である。バウルの歌を通 じてバウルの宗教をまなび、ヨーガを通 じ

て自己の心身を鍛 えなければならない。そ して最終的に、バウルのサ ドナ(成 就法)と

よばれる宗教儀礼 を実践 しなければならない。そのためにはグルの導 きが必要である。

3-3.も うひ とつのライフスタイル

バウルになる動機 となった要因のおお くは、解決で きない抑圧の具体的な経験である。

それらは、慢性的な貧困、父母の別居 による家庭崩壊、本人の意思のはい りこむ余地の

ない結婚に対す る不安、世代間の反 目、乳幼児期における親の死の経験、異母兄弟との

土地所有権や相続権をめぐる争い、低いカース ト身分による抑圧、などである。しか し、

大多数のバウルに共通 していることは、程度の差はあれ、彼 らが貧困生活か ら脱却で き

ずに苦しんでいたことである。

このように、バ ウルになる動機 となった要因のおお くは、カース ト社会に内在 してい

る特質や矛盾に起因する。そしてそれらの要因が彼 らを脱却できない貧困においこみ、

結果 として生 じた感情的な緊張や心理的な圧力は、バウルには 「現実」であるが 「耐え

がたい」 と感 じられていたようである。カース トの地位や身分による限界、インドの家

族制度や結婚制度の特質、経済的な不安定さに起因するこれらの社会的 ・心理的な問題

に対する解答は、「過酷な現実に耐える」か 「耐えがたい現実か ら自由になる」かの二

者択一である。 このような現実のなかで、わたしがインタビュー したバウルのおお くは、

自分にふ りかかった問題に対する意味ある解決策を、文化的に是認 された 「世捨て」、

すなわち 「マ ドゥコリの生活」に見いだすことができたのである。

マ ドゥコリの生活は、個人の選択肢が制限されたカース ト社会における、選択可能な

「もうひとつのライフスタイル」である。マ ドゥコリの生活は、それが どのような形態

であれ、カース ト制度が存続するかぎり、個人が生き延びるための 「生存戦略」 として、

これからも選択 されるだろう。またマ ドゥコリの生活は、カース ト社会のなかで差別さ

れた り排斥された人びとや、カース ト社会の社会関係や規範に疑問をもつ人びとの、心
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理的 ・社会的な 「適応戦略」 として、 これか らも存続するだろう。

3-4.ラ イフヒス トリーの分析

バウルのライフヒス トリーは、バウルがベ ンガル社会の 「周縁部」の輪郭のはっきり

した集団であることを十分に示 している。ベ ンガル社会の大多数の人生 を規定するカー

ス ト制度に対する彼 らの否定は、バウルを社会の支配的な部分の外側に、そ して対立す

るものとして位置づける。それにもかかわ らず、バ ウルは社会的に認知 された周縁的集

団の構成員として、ベ ンガル社会 と親密 に共存 している。このように、ベンガル社会の

「世俗の人びと」 と 「バウル」 とのあいだには、社会的 ・文化的な緊張と均衡が 日常的

に存在する。そして、バウルという周縁的人間の存在そのものが、ベ ンガル社会の 「中

心部」の崩壊を守っているかのようである。なぜなら 「バウルの道」は、カース ト制度

がいまだに根強いベンガル社会において、社会を拒否 した人に、あるいは社会に拒否さ

れた人に、「もうひとつのライフスタイル」 を提供 しているからである。それはあたか

も、必然的に矛盾 をふ くまざるをえない複合社会が周縁的人間を生みだし、その周縁的

人間の存在そのものが、社会全体を完全な分裂から守っているかの ようである。 しかし

バウルにとっては、カース ト制度の維持 にはたす彼 らの役割は、まった く理解の範囲を

こえたものであろう。

4.ド ルソン現象

さて、世俗の人びとと世捨て人 との関係を考察するために、インドの聖地ではどこで

も観察 される 「ドルソン(ダ ルシャナ)現 象」についてふれておかねばならない。 ドル

ソン現象 とは、 ヒンドゥー教の出家修行者 「サー ドゥー」に対する、世俗の人びとの態

度の根拠 となっている信仰形態である。「ドルソン」 という語は、「見ること」あるいは

「知らせること」 という意味である。ベ ンガル語の 日常的な会話の文脈では、「ドルソン

を得る」 とは 「ちらりと見ること」であ り、「ドルソンをあたえる」 とは 「ち らっと姿

を見せること」である。世俗の人びとにとっては、聖地を巡礼するサー ドゥーをちらっ

と見ることは、聖地の寺院に祀 られた神像をちらっと見ることに相応するとされている。

そ して世俗の人びとは、敬けんなヒンドゥー教徒が神像を取 り扱うのとおなじやり方で、

サー ドゥーに対 して丁重に接 しなければな らないのである。それは、「ドルソンを得た」

ことに対する返礼である。 しかしサー ドゥー自身は、「ドルソンをあたえる」 ほかには、

俗人に対 して何の義務 もないのである。

この ドルソン現象 は、「神は人類 を救済するために、動物や人間の姿をとって地上に

あ らわれる」 という、ヒンドゥー教の 「化身(ア ヴァターラ)の 思想」 と関係があるだ

ろう。ヴィシュヌ神の10の 化身のひとりがクリシュナである。そ してベンガルでは、16

一272一



ベンガルのバウルの文化人類学的研究(6)

世紀の熱狂的な宗教運動の指導者チョイトンノは、クリシュナ と恋人ラダーの化身だ と

信 じられているのである。さらに、そのチ ョイ トンノの化身とみなされている 「本物の

サー ドゥー」が、現代でもベンガルのあちこちに存在するのである。サー ドゥーの衣装

を着た人が 「本物」か 「にせもの」かは、シヴァ神だけが知っているといわれる。そ し

てサー ドゥーたちが、 しばしば彼 らの同僚のことを 「サギ師」や 「ペテン師」だと言っ

て、たがいに相手 を 「にせ もの」 と非難 しあっているに もかかわ らず、世俗の ヒン

ドゥー教徒のサー ドゥーに対する態度は変化 していない。世俗の人びとにとって、サー

ドゥーの衣装を着た人は、すべて 「本物」のサー ドゥーなのである。そして世俗の人び

とは、サー ドゥーに食べ物や金品をあたえて世話をしなければならないのである。それ

は、「ドルソンを得た」 ことに対する返礼である。

バウルは、サー ドゥーのようなゲルア色(黄 土色)の 衣装を着て、門口でバウルの歌

をうたった り、神の御名 を唱えた りして、「ドルソンをあたえている」のである。世俗

の人び とは、「ドルソンを得た」返礼 として、一握 りの米や季節の野菜をバ ウルに施与

し、バウルの生存 を保証 しているのである。 ドルソン現象は、民衆 レベルにおける 「四

住期の制度」の現代的な表現である。

「バウルの道」(バ ウル ・ポ ト)は 、「サー ドゥー」(ヒ ンドゥー教の出家修行者)や

「ヨギー」(ヨ ーガ行者)、 「ボイラギ」(ヴ ィシュヌ派の出家行者)、 「ファッキール」(イ

スラム神秘主義の行者)な ど、インド社会に存在するいくつかの 「世捨ての道」(シ ョ

ンナーシ ・ポ ト)の ひとつである。 インド文明には、カース ト制度にともなって、それ

と矛盾する世捨ての制度が、文明の装置として組み込まれているのである。

5.現 代インド文明のメッセージ

西行や松尾芭蕉、菅江真澄をもちだすまでもな く、 日本人にも出家願望や漂泊の旅へ

のあこがれ といった意識は存在する。インドと日本のあいだには、そのような共通 した

意識がた しかに存在するが、ふたつの点で決定的な相違 も存在する。 ひとつは、イン ド

では 「四住期」 といった観念が普遍化 し、いわば実践倫理 として定着 していることであ

る。 もうひとつは、理想を本当に実現 しようとする人の数が、 日本 と比較すれば、はる

か におおいことである。ちなみに、現代においても、全イ ンドには約500万 人のサー
　ラ

ドゥーがい る とされ る。

ふた りの 日本 人女性が 、バ ウルの歌 と音楽 に魅 せ られて、 日本 での職 を辞 し、バ ウル

のグル に弟子入 りを して、バ ウ リニ(バ ウルの女性形)に な った。 ひ と りは、 西ベ ンガ

9)武 石 英 史 郎 「世 を捨 て る」 「朝 日新 聞』2010年6月26日 。
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　　ラ

ル州 バル ドマ ン県 に住 む、 かずみ ・まきさん(以 下 、KMさ ん)で あ る。 もうひ とりは、

11)

西ベ ンガル州バ ンクー ラ県 に住 むポ リ ・ダシ さん(以 下、HDさ ん)で あ る。2011年1

月 現 在 の、ふ た りのイ ン ド滞在 年数 は、KMさ んが19年 、HDさ ん が8年 で あ る。 わた

しは、彼 女 たちがマ ドゥコ リの生活 を してい るのか どうかは知 らない。 もっ とも、彼女

た ちは イ ン ド人 では ない し、 ヒン ドゥー教徒 で もないの で、 カース トの義務 を放 棄 し、

マ ドコゥリの生活 を採用す る必要 もない。

わた しは、HDさ ん とは面 識が ないが 、KMさ ん とは1992年11月 に会 った こ とが あ る。

朝 日新 聞の記事 にKMさ んの こ とが紹 介 され ていて、 「グ ル と呼 ばれ る導師 の内弟 子 と
　　ラ

なり、導師率いるバウルー行 と村 々を巡る日々が始まった」 と書かれていた。わたしは、

さっそ く朝 日新聞大阪本社に電話をし、KMさ んの連絡先を教えてもらった。当時の日

本では個人情報に関する意識 も低 く、そのようなことが可能だったのである。わたしは、

KMさ んと会 う機会をつ くり話 を聞いた。彼女 によると、1991年 の秋に開催 された国立

民族学博物館の特別展 「大インド展 ヒンドゥー世界の神 と人」のバウルの公演に衝撃

をうけたという。そ してその年の12月 に渡印 し、弟子入 りをはた し、一時帰国中という。

いずれは行動をともにした導師と兄弟弟子を呼んで 「日本で公演するのが夢」だという。

その後、KMさ んの夢がかない、年に数カ月の 日本公演が実現 した。

このことは、べつに驚 くことではない。わたしはフィール ドワーク中に、バウルの歌

と音楽に魅せ られて、何度 もベンガルの地を訪れているヨーロッパ人女性 を、何人も見

ていたからである。また、そのような外国人女性 を広告塔 として利用 し、海外公演 をも

くろむバウルも少なか らずいたからである。 しか し、バウルの歌 と音楽に魅せ られて、

ベ ンガルの地に住みついたヨーロッパ人女性はいなかった。

KMさ んは、「演奏活動」 という表現 をしていたので、最初 はワール ド・ミュージッ

クとしてのバ ウルの歌 と音楽の演奏家になろうとしたのかもしれない。 しか し、KMさ

んによると、「現在は演奏活動を控え、ひっそ りとアーシュラム暮 しをしている」 とい

う。そして、現在は 「修行中」であるともい う。彼女は、バ ウルの歌 を通 じてバウルの

宗教をまなび、導師を通 じて 「バウルの道」の究極の目標を知 り、それを追求 しようと

しているのである。KMさ んが意識 しているか どうかは不明であるが、彼 女はサー

ドゥーのような衣装を着てバ ウルの歌をうたい、 イン ド人聴衆に 「ドルソンをあたえて

いる」のである。そして、インド人聴衆は、彼女の姿を 「ちらっと見て」、確実に 「ド

ルソンを得ている」のである。

10)か ず み ・ま き 「バ ウ ル の 便 り」 『集 広 舎 コ ラ ム』 第1回(2008.09.14)～ 第14回(2010.04.03)、

http//shukousha.com/column/kazumi/baul.

11)井 生 明 「現 代 に響 く吟遊 詩 人 の歌 」 「旅 行 人』No.162(2010年 下 期号)62-73頁 。

12)無 署 名 記事 「ニ ュー フ ェー ス 」 「朝 日新 聞 』1992年11月12日(夕 刊)。

一274一



ベンガルのバウルの文化人類学的研究(6)

2008年 、バ ウルの歌 と音楽はユネスコの 「人類の無形文化遺産の代表リス ト」 に登録

された。これをきっかけに、 日本でもワール ド・ミュージックとしてのバウルの歌と音

楽のファンが急増 しているという。 ひょっとす ると、KMさ んやHDさ んの ような日本

人女性が、今後 も出現するかもしれない。なぜなら、「人は、もしバ ウルの道にしたが

うならば、だれでもバウルになれる」からである。

現代のインド文明は、地球時代 に生きるわたしたちに、宗教の究極の理想 としての

「モークシャ」(解 脱)の 達成と、あるいは 「神 との合一」 という究極の目標 と、それに

いたる 「世捨ての道」を提供 しているのである。

】.V.結 論

本研究は、ベンガルのバ ウル とよばれる宗教的芸能集団の民族誌である。ベ ンガルの

バウルの民族誌的記述 と分析 を通 じて考察 したことを列挙 して、本研究の結論 としよう。

1.「 バウル」とい う語

バ ウルがベ ンガル社会にあたえているイメージは、わざと社会の規範か らはずれよう

とする狂人のイメージである。バウルはカース トやカース ト制度をいっさいみとめない。

またバウルは偶像崇拝や寺院礼拝をいっさい行わない。彼 らの自由奔放で神秘主義的な

思想は、世間の常識や社会通念か らはずれることがあ り、人び とか らは常軌を逸した集

団とみなされることがおおいのである。実際、ベンガル語の 「バウル」 という語は、 も

ともと 「狂気」 という意味である。

現代のベ ンガルでは、バ ウル という語にはまだ 「狂気」 というふかい意味がひそんで

いるが、その語はもっぱら 「バウルの歌 と音楽を伝承す る一群の人び と」、あるいは

「バウルの歌 と宗教を伝承する一群の人びと」をさす。

2.バ ウルの宗教

バウルの宗教は、ベ ンガルのヴィシュヌ派(チ ョイ トンノ派)の 思想やタントリズム

の系統に属するサハジヤー派の思想、ヨーガの修行法、イスラム神秘主義など、い くつ

もの宗教的伝統の影響 をうけている。しか し、バウルの宗教の核心的な部分は、「サ ド

ナ」(成 就法)と よばれる宗教儀礼の実践 にある。そ して、バ ウルのサ ドナのすべては、

「人間の肉体 は、真理の容器」 という信仰 にもとつ いている。バ ウルは、 この信仰 を

「デポ ・トット」(デ ーハ ・タッ トヴァ)と よんでいる。

この 「人間の肉体は、真理の容器」 という信仰を整理すると、ふたつの原理に分解で

きる。(1)人 間の肉体は、宇宙 にあるひとつの 「もの」であるだけでな く、宇宙の 「縮
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図」である。(2)人 間の肉体は、神の 「住みか」であるばか りでなく、神を実感するた

めの唯一の 「媒介物」である。つまりバ ウルは、人間の肉体 を小宇宙 とみなし、みずか

らの肉体 に宿る神 と合一するために、みずか らの肉体 を駆使 してサ ドナを実践するので

ある。 このサ ドナには、 ヨーガの呼吸法や坐法を通じておこなわれる性的儀礼や、宇宙

を構成する五粗大元素(す なわち 「地」、「水」、「火」、「風」、「空」)を 、人間の器官や

分泌物にたとえておこなわれる儀礼などをともなう。そ して、サ ドナに関することがら

は、 もっぱらグルから弟子へ、こっそ りと伝えられるのである。

この 「人間の肉体 は、真理の容器」 とい う信仰は、ベ ンガルのバ ウルだけではなく、

インドではおおくのタントラ派やヨーガ派、イスラム神秘主義者にも、ひろく支持 され

ている信仰である。バウルの宗教が独特なのは、 この信仰にもとついたバウルのサ ドナ

をユニークに展開させていることにある。この ことについては、本研究 「II.ベ ンガル

のバウル:民 族誌的記述」の 「4.人 間関係」 と 「5.宗 教生活」において詳述 した。

3.バ ウルの歌

バウルの宗教は、バウルの歌 に表現 されている。しか し、バウルの宗教 には秘密のこ

とが らがおおいので、その秘密 をうたいこんだバ ウルの歌には、 しばしば 「なぞめいた

用語」(サ ンダー ・バーシャ)が 使用 されている。つま りバウルの歌には、表面上の意

味の奥ふか くに隠された 「真の意味」を表現するために、暗号のような語句や表現が意

図的に使用 されているのである。このためバウルの歌は部外者にとっては難解で、い く

つ もの解釈が可能だった り、あるいは意味不明のことがおおい。その反面、部内者 には

「なぞ解 き」 をするような面白さがあるといわれる。

ときどき夕方などに、グルのアーシュラムに弟子たちが集まって くることがある。そ

こで もサ ドナについて議論 されることがあるが、それは主 としてバウルの歌の解釈 を通

じてである。彼 らはバウルの歌 をうたい、バウルの歌の 「なぞ解 き」 を楽しんでいるの

である。しか し、歌の 「真の意味」は秘密とされ、議論はグルとその弟子たちのあいだ

にか ぎられる。そして彼 らは、秘密のことが らに関しては、用心ぶかく慎重に発言する

ようにと、戒められているのである。

4.マ ドゥコリの生活

バ ウルは、一般 のベ ンガル人に経済的に依存 し、「マ ドゥコリ」をして生活費を稼い

でいる。ベ ンガル語の辞書は、マ ドゥコリという語 を、「蜂が花か ら花へ と蜜をあつめ

るように、一軒一軒物乞いをして歩 くこと」 と説明している。すなわちベンガルのバウ

ル とは、「みずか らバ ウルと名の り、バウルの衣装 を身にまとい、人家の門口でバ ウル

の歌をうたったり、あるいは神の御名を唱えた りして、米やお金をもらって歩 く人たち」
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のことである。バ ウルは、世捨て人のようなゲルア色(黄 土色)の 衣装 を着て、「門づ

け」や 「た く鉢」 をして生活 しているのである。

5.バ ウ ル派

バ ウル研究者 のあ いだでは、バ ウル とい う語 は 「ベ ンガルの ひ とつの宗派 とその構成

員 を さす」 とい う見解が 支持 され てい るようであ るが、 この通説 を再検 討 した。

イ ン ドの宗派 の基準 をか んが える と、ベ ンガルには 「バ ウル派 」(バ ウル ・シ ョンプ

ロダエ)と よぶ ことが で きそ うな組織 が存在 する。そ してベ ンガルのバ ウル派 が、 イ ン

ドの宗派 と しての構 造 をそな えているかの よ うに、そ こにはふたつ の基本的 な通過儀礼

が存 在す る。

第1は 、「デ ィ ッカ」(デ ィー クシ ャー)と よばれ る 「バ ウル派への 入門式」、 あ るい

は 「バ ウル派 の特 定の グルへ の入 門式」であ る。 この入 門式 のグル は 「デ ィッカ ・グル」

とよば れ、入 門者 の耳 に 「デ ィッカ ・マ ン トラ」 をふ きこむ。 デ ィ ッカの あ と、 「シ ッ

カ」(シ ー ク シャー)と よばれ る一連 の 「宗教 的 トレーニ ング」が 開始 され るこ とが あ

り、 その グルは 「シ ッカ ・グル」 とよばれ る。 シッカ ・グル は、 デ ィッカ ・グル と同一

人物 であ って もよい し、 別人で あって もよい。 また、複 数の シ ッカ ・グル を もって もよ

いo

そして第2は 、「ベ ック」 とよばれる 「世捨て人の身分への通過儀礼」である。この

通過儀礼 のグルは 「ベ ック ・グル」 とよばれ、弟子 にあた らしい 「こつ じきの鉢」

(ビ ッカパ トラ)を あたえる。男性の弟子は、 こつ じきの鉢に くわえて、あた らしい

「ふんどし」(ド リ ・コウピン)も うけとる。

バウル派の構成員には、マ ドゥコリで生活するバウルだけでなく、かなりの数の在家

の信者も存在す る。 しかし、バウル派の在家の弟子は、みずか らバウルと名のらなかっ

たし、他者か らもバウルとみなされていなかった。つまり、た とえバ ウル派の構成員で

あっても、その人がマ ドゥコリの生活 をしないかぎり、バ ウル とはみなされないのであ

る。

論理的に、ディッカの通過儀礼をうけた人は、すべてバウル派の構成員である。バウ

ル派の在家の弟子は、ディッカの通過儀礼はうけているが、ベ ックの通過儀礼をうけて

いない。ディッカの通過儀礼は、それをうけた弟子 にマ ドゥコリの生活 を強制しない。

もし在家の弟子がベ ックをうけたとした ら、その人は世俗の生活を捨て、マ ドゥコリを

して生活 しなければならない。これはルールである。

それでは、バ ウルはバウル派の世捨て人のことで、すべてのバウルはディッカとベ ッ

クの通過儀礼をうけているのだろうか。わたしの観察によると、答は 「否」である。

ディッカの通過儀礼をうけていないバウルは、バウル派の構成 員ではない。 したがっ
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て宗教的 トレーニング(シ ッカ)も うけていない。 しか し彼 らは、「わた しは、バ ウル

の道をあゆんでいます」 とこたえたのである。バ ウルの道をあゆんでいると語った彼ら

は、「バウルの歌 と音楽の伝承者」である。 しか し 「バ ウルの歌 と音楽の伝承者」 は、

かならずしも 「バウルの宗教の伝承者」ではないのである。

それでは、「バウルの道をあゆんでいる」 と語った彼 らは、バ ウルの衣装 を着て、バ

ウルの歌をうたい、音楽 を演奏するだけの、「にせ もの」のバ ウルなのであろうか。す

でにあきらかなように、宗派 という視点か らではベンガルのバウルの現実が把握できな

い。なぜ なら、バウル という語が 「ベ ンガルのひとつの宗派 とその構成員をさす」 なら、

みずからバウル と名の らず、他者か らもバウルとみなされていない 「在家の弟子」を、

ベ ンガルのバウルに算入 しなければならないか らである。また、みずからバウルと名の

り、他者からもバウル とみなされている多数の 「にせもの」 を、ベ ンガルのバウルから

除外 しなければならないか らである。

ベ ンガルのバウルは、本質的に、「バウルの道の追求者」である。「バウル派の構成員」

と 「バ ウルの道の追求者」 とは、かな りの部分 で重複する。 しかし、「バ ウル派」 と

「バ ウルの道」とは、次元のちが う概念なのである。

6.バ ウルの道

マ ドゥコリの生活は、ひとりの人間が 「バウルになる」ためにも、 また 「バウルであ

る」ためにも不可欠の要件である。これは彼 らが選んだライフスタイルである。そして

このライフスタイルそのものが、彼 らが主張する 「バウルの道」(バ ウル ・ポ ト)の 基

本なのである。

バ ウルの道とは、「マ ドゥコリの生活には じま り、神 との合一という究極の目標にい

たる道」である。それは 「人間の肉体は、真理の容器」 という彼 らの信仰 にもとついて

いる。バウルの説明は実に明解である。「わた したちは富をもたない乞食です。わたし

たちの唯一の財産は、この肉体です。 しか し、 この肉体には神が住んでおられる。それ

以上に何が必要ですか」 と語 るのである。バウルが主張する 「バウルの道」を要約する

と、つ ぎのようになる。

人は、もしバウルの道にしたがうならば、だれでもバウルになれる。ただ し、バ ウル

の道の第一歩では、カース トの義務を放棄 し、マ ドゥコリの生活を採用 しなければなら

ない。バ ウルの道の究極の目標 は、人間の肉体に存在する神 と合一一し、神を実感するこ

とである。バ ウルと名の り、バ ウルの歌 をうたい、マ ドゥコリの生活をするだけでは、

バウルの道の半分 しかすすんでいない。バウルの道の究極 目標 に到達するには、宗教的

トレーニングが必要である。バウルの歌 を通 じてバ ウルの宗教 をまなび、ヨーガを通 じ

て自己の心身を鍛えなければならない。そ して最終的に、バ ウルのサ ドナとよばれる宗
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教儀礼 を実践 しなければならない。そのためにはグルの導 きが必要である。

7.も うひとつのライフスタイル

ベンガル社会の 「だれが」、「なぜ」マ ドゥコリの生活を採用 し、バ ウルになったかを、

バウルのライフヒス トリーを中心に検討 した。

ベンガル社会の一群の人びとが、なぜバウルの道を選んだかを、ただひとつの要因を

あげて説明することはできない。彼 らがバウルになった動機 には、い くつ もの要因が複

雑にからみあっているのがふつ うである。それらは、慢性的な貧困、父母の別居 による

家庭崩壊、本人の意思のはい りこむ余地のない結婚に対する不安、世代 間の反 目、乳 ・

幼児期における親の死の経験、異母兄弟 との土地所有権や相続権をめ ぐる争い、低 い

カース ト身分など、解決できない抑圧の具体的な経験である。 しか し、大多数のバウル

に共通していることは、程度の差はあれ、彼 らが貧困生活から脱却できないで苦 しんで

いたことである。

このように、バ ウルになる動機 となった要因のおお くは、カース ト社会に内在 してい

る特質や矛盾に起因するようである。そ してそれらの要因が彼 らを脱却で きない貧困に

おいこみ、結果 として生 じた感情的な緊張や心理的な圧力は、バウルには 「現実」であ

るが 「耐えがたい」 と感 じられていたようである。カース トの地位や身分による限界、

イン ドの家族制度や結婚制度の特質、経済的な不安定さな どに起因するこれらの社会

的 ・心理的な問題に対する解答 は、「過酷 な現実に耐える」か 「耐えがたい現実から自

由になるか」の二者択一である。 このような状況のなかで、わたしがインタビュー した

バウルのおお くは、自分の身にふ りかかった問題に対する意味ある解決策を、文化的に

是認された 「世捨て」、すなわち 「マ ドゥコリの生活」 に見いだす ことができたのであ

る。

マ ドゥコリの生活は、それが どのような形態であれ、カース ト制度が存続するかぎり、

個人が生 き延びるための 「生存戦略」 として、これか らも選択されるだろう。 またマ ド

コゥリの生活は、カース ト社会のなかで差別 された り排斥 された人びとや、カース ト社

会の社会関係や規範に疑問をもつ人びとの、心理的 ・社会的な 「適応戦略」 として、こ

れからも存続す るだろう。

以上の議論から、マ ドゥコリの生活 は、個人の選択肢が制限されたカース ト社会にお

ける、選択可能な 「もうひとつのライフスタイル」であると結論づけた。そして、バウ

ルのライフヒス トリーの分析 を通 じて、世捨て人の存在そのものが、 カース ト制度の維

持に重要な役割 をはたしていることを指摘 した。
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8.ド ルソン現象

古代から現代にいたるまで、インド文明の装置群 として機能 しているカース ト制度と

世捨ての制度、そして四住期の制度を検討 した。そして、カース ト社会 に生 きる世俗の

人びとが、世捨て人を支える根拠 となっている考え方、すなわち 「ドルソン現象」 につ

いて考察 した。

「ドルソン(ダ ルシャナ)」 という語は、「見ること」あるいは 「知 らせること」 とい

う意味である。ベ ンガル語の 日常的な会話の文脈では、「ドルソンを得 る」 とは 「ちら

りと見 ること」であ り、「ドルソンをあたえる」 とは 「ち らっと姿を見せること」であ

る。世俗の人びとにとっては、聖地を巡礼するサー ドゥーの姿をちらっと見ることは、

聖地の寺院に祀 られた神像をちらっと見 ることに相応するとされている。そ して世俗の

人びとは、敬けんなヒンドゥー教徒が神像を取 り扱 うの とおな じや り方で、サー ドゥー

に対 して丁重 に接 しなければならないのである。それは、「ドルソンを得た」 ことに対

する返礼である。 しか しサー ドゥー 自身は、「ドルソンをあたえる」ほかには、俗人に

対 して何の義務 もないのである。

現代においても、世俗の人びとにとって、世捨て人は相反する生活様式を採用 した人

であるが、「究極の理想を追求する人」 として存在 しているのである。そ して世俗の人

びとは、「ドルソンを得た」返礼 として、世捨て人に食べ物や金などを施与 し、世捨て

人の生存 を保証 しているのである。それは、カース ト社会に生きる世俗の人びとにとっ

ての 「スヴァ ・ダルマ」(本 分)と されているのである。

古代か ら現代にいたるイン ド人の大多数の生き方 を方向づけているゾルレン(当 為)

としての生 き方、人間の理想 として 「まさになすべ きこと」、「まさにあるべ きこと」、

それが四住期 というかんがえ方のなかに反映 しているのである。

これらの議論から、インド文明には、カース ト制度にともなって、それと矛盾する世

捨ての制度が、文明の装置 として組み込まれていると結論づけた。そして、 ドルソン現

象は、民衆レベルにおける 「四住期の制度」の現代的な表現であると指摘 した。

9.ベ ンガル社会の変化とバウルの適応戦略

西ベ ンガル州ビルブム県のボルプール市に隣接するシャンティニケータンは、ヴィ

シュヴァ ・バーラティ大学(イ ン ド国際大学)の 所在地 として有名である。1863年 、詩

人R.タ ゴールの父デーベ ンドラナー ト・タゴールがここに宗教道場を開き、のちには

タゴール自身が学校 を設立 した。タゴールは1913年 に受賞 したノーベル文学賞の賞金を

学校運営 にあて、同校は1921年 、東洋 と西洋の相互理解の促進をめざす大学へ と発展し

た。

1951年 、ヴィシュヴァ ・バーラティ大学は国立大学となった。大学はそれ以後、「ポ
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ウシュ月の祭典」や 「マーグ月の祭典」を主催するようになった。大学は、祭典のプロ

グラムのひとつ として、バ ウルの歌の音楽会を開催するようになったのである。

このようなヴィシュヴァ ・バーラティ大学の積極的な後援 をきっかけに、1950年 代後

半には、バ ウルの歌 と音楽は、「ベンガル民俗文化の不可欠の部分」 と認識 されるよう

になった。 しかしこのことは、ベ ンガルのバウルの 「宗教的求道者」 という側面よりも、

「民俗音楽家」 という側面 を強調することになったのである。音楽的技量に卓越 したバ

ウルは、ベ ンガルの上流階級の邸宅での私的な音楽会に招かれた り、大都会での祭典や

ラジオ ・テレビにも出演するようになった。また、バウルの歌や音楽のレコー ドやカ

セットテープが、商品として販売 されるようになったのである。

このようなベンガル社会の変化に呼応するように、音楽的技量に自信 をもつ一一部のバ

ウルは、プロの音楽家 としての道をあゆみはじめた。彼 らは音楽チームを組織 し、バウ

ルの歌 を音楽会でしか演奏 しなくなった。また、音楽教室を開設 し、アマチュアの音楽

愛好家に歌や音楽を教えるようになった。彼 らは、契約による出演料や授業料によって

生活費を稼 ぐようになったのである。

1961年 、タゴールの生誕百年祭が、ヴィシュヴァ ・バーラティ大学を中心 に、ボル

プール ・シャンティニケータン地域で盛大に行なわれた。それを記念 して、 タゴールが

晩年 を過ごした大学構内の邸宅(ウ ッタラヤン)が 一般公開されるようになった。また、

邸宅に保管されていたすべての遺品を展示するための博物館が、ウッタラヤンの敷地内

に開設された。 さらに、大学か ら程近い場所に、西ベ ンガル州政府直営の 「シャンティ

ニケータン ・ツーリス トロッジ」が開設された。それは、この地域における最初の本格

的な宿泊施設である。「タゴールのシャンティニケータン」は重要な観光資源だと考え

られたのである。シャンティニケータンの観光地化にともなって、ヴィシュヴァ ・バー

ラティ大学周辺 に、民間経営のホテルや土産物店がつ ぎつ ぎと開店 した。

1970年 頃か ら、ヴィシュヴァ ・バーラティ大学に外国人留学生が増えて きた。また、

自由な旅行を楽 しむ外国人バ ックパ ッカーも増えてきた。 この現象に呼応 して、バウル

のマ ドゥコリのパ ターンが変化 してきた。彼 らは、ベ ンガル農村の人家の門口でマ ドゥ

コリをするだけでなく、大学の寄宿舎 に住む外国人留学生や、大学周辺のホテルに滞在

する外国人旅行者も訪問するようになったのである。さらにバウルは、やはり1970年 頃

か ら、列車の中でも歌をうたって稼 ぐようになった。乗客には、バウルの歌を求めるイ

ンド人観光客や外国人旅行者も少なからずいたからである。

1950年 代か ら60年代 にかけて、いち早 くプロの音楽家の道を歩む ようになったのは、

音楽的技量 に卓越 した一部のバウルにか ぎられていた。 しか し、1990年 代の中頃か ら、

ボルプール ・シャンティニケータン地域 に住む 「ごくふつうのバウル」も、気の合った

仲間と音楽チームを編成するようになった。インド社会の急速な経済成長にともなって、
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シャンティニケータン地域につぎつ ぎとできた新富裕層の別荘や高級 リゾー トホテルか

ら、演奏 を依頼されることが増 えたからである。バ ウルは、村 にマ ドゥコリに出かける

ときは単独行動であるが、演奏の依頼を受けると観光客相手の音楽チームを組むのであ

る 。

しか しなが ら、 バ ウル に とって、村 でマ ドゥコリマ ドゥコリを して生 活す るこ との重

要性は変化 していない。バウルが村人から喜捨 として受けとるのは、米や季節の野菜な

どの 「現物」である。現物の価値は、インド社会の急速な経済成長にともなう物価の上

昇に影響 されない。バウルは、村でマ ドゥコリをするか ぎり、生活の基盤は脅かされな

いの であ る。

現代においても、マ ドゥコリの生活は、個人の選択肢が制限されたカース ト社会にお

ける 「も うひ とつ の ライ フス タイル」 と して機 能 してい るので ある。 イ ン ド文 明 には、

カース ト制度にともなって、それと矛盾する世捨ての制度が、文明の装置として組み込

まれ てい るの である。
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